
野津原方言調査会と学生との学術的交流機会の創出

～『野津原方言集』20巻の電子テキスト化と方言研究を通じて～

別府大学 文学部 国際言語・文化学科
教授 松田 美香

2年 奥野 美咲、甲斐 麻奈未、
川口 玲奈、中本 学

１．地域の課題：若年層人口の激減に伴う方言・文化の衰退
２．取り組み：『野津原方言集』の電子化、交流会、方言ポスター作成
３．参加学生数：29名
４．実施期間：令和3年7月～令和4年1月
５．成果物：『野津原方言集』電子データ（20巻分）、

ポスター「大分の『野津原方言集』大学生が残したい方言シリーズ」（10パターン）

令和3年7月29日：野津原方言調査
会の方に、Zoomで疑問点を質問11月4日：学生たちが「気になる方言」

の含まれた物語を朗読していただく

11月4日～12月9日：残したい方言のポスター作成
と並行して、野津原方言の保存・継承のアイデア
をグループワークでまとめる

12月9日：別府大学で交流会で行う。グループ毎に
プレゼンテーションし、たくさんのコメントをいただく

令和４年1月21日～：別府大学駅の掲示板にて、
順次ポスター掲示中!


